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辺
野
古
の
海
に
土
砂
が
投
入
さ
れ
て
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
た
。

沖
縄
防
衛
局
（
以
下
、
「
防
衛
局
」
）
の
当
初
の
計
画
で
は
、
護
岸
・

埋
立
工
事
は
五
年
で
終
了
と
さ
れ
て
い
た
。
埋
立
承
認
か
ら
す
で
に

六
年
以
上
が
経
過
し
た
か
ら
、
本
来
な
ら
も
う
埋
立
工
事
は
終
了
し

て
い
る
は
ず
の
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
年
一
月
末
時
点
で
辺
野

古
側
に
投
入
さ
れ
た
土
砂
は
、
ま
だ
3
3
万
。
皿
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
本
年
二
月
二
七
日
、
防
備
省
回
答
）
。
こ
の
ペ
ー
ス
で
は
、
総
量
（
2
0
6

2
万
0
m
）
の
土
砂
投
入
に
は
七
〇
年
近
く
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
工

事
が
遅
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
り
は
、
「
工
事
完
成
の
目
途
が
立
た

な
い
」
と
い
う
の
が
実
態
な
の
だ
。

し
か
も
、
辺
野
古
側
の
浅
瀬
で
い
く
ら
土
砂
投
入
を
続
け
て
も
、

肝
心
の
大
浦
湾
側
に
は
厚
い
軟
弱
地
盤
層
が
弦
が
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
ま
ま
で
は
工
事
に
着
手
で
き
な
い
。
沖
縄
県
知
事
へ
の
設
計
概

要
変
更
申
請
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
玉
城
知
事
が
承
認
す
る
こ

と
は
あ
り
得
ず
、
防
衛
局
が
事
業
を
強
行
す
る
た
め
に
は
裁
判
に
訴

え
、
る
他
な
い
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
事
業
は
、
い
よ
い
よ
重
大
な
局

面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

防
衛
局
は
当
初
、
本
年
三
月
に
も
設
計
概
要
変
更
申
請
を
提
出
す

る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
年
に
な
っ
て
、
陽
衛
局
が
行
な
っ

て
き
た
土
質
調
査
に
つ
い
て
の
疑
問
点
が
次
々
と
浮
上
、
事
態
は
急

展
開
し
始
め
た
。

昨
年
一
二
月
末
の
第
三
回
技
術
検
討
会
で
変
更
計
画
の
概
要
が
明
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ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
三
月
に
刊
行
さ
れ

た
『
沖
縄
を
世
界
軍
縮
の
拠
点
に
　
ー
　
辺
野
古
を
止
め
る
構
想
力
』

（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
所
収
の
拙
稿
・
「
軟
弱
地
盤
問
題
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
稿
で
は
、
そ
の
後
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
事
業
を
め
ぐ
る
い
く

つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

変
更
計
画
の
概
要
　
－
　
工
期
短
縮
の
た
め
の
無
理
な
工
法

今
回
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
変
更
計
画
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
（
タ
イ
ト
ル
部
分
の
図
参
照
）
。

当
初
、
資
材
ヤ
ー
ド
に
予
定
さ
れ
て
い
た
辺
野
古
漁
港
周
辺
の
埋

立
（
約
4
・
6
h
。
）
は
中
止
と
な
っ
た
。

大
浦
湾
中
央
部
に
は
、
土
砂
運
搬
船
を
横
付
け
す
る
た
め
に
中
仕

切
岸
壁
A
、
B
の
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
取
り
止
め

と
な
っ
た
。
工
程
を
短
縮
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ユ
ワ
ブ
の
沿

岸
部
に
並
行
し
て
傾
斜
提
護
岸
を
設
置
し
、
内
側
に
陸
側
か
ら
土
砂

を
投
入
し
て
い
く
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
で
は
、
外
周
護
岸
造
成
前
に

土
砂
を
投
入
す
る
先
行
盛
土
を
行
な
う
。
そ
の
後
、
外
周
護
岸
を
造

成
し
、
そ
の
全
域
で
護
岸
越
し
に
リ
ク
レ
ー
マ
船
（
揚
土
船
）
、
フ
ロ

ー
テ
ィ
ン
グ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
土
砂
を
投
入
し
て
い
く
と
い
う
。

ま
た
、
傾
斜
提
護
岸
に
二
カ
所
の
土
砂
陸
揚
場
を
設
置
す
る
。
辺

野
古
側
の
埋
立
地
は
、
土
砂
仮
置
き
場
と
し
て
利
用
す
る
。
当
初
計

画
で
は
埋
立
土
砂
は
全
て
海
上
搬
送
と
さ
れ
て
い
た
が
、
陸
上
搬
送

も
併
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
．
っ
た
。

埋
立
土
砂
は
当
初
、
七
割
ほ
ど
は
県
外
（
西
日
本
各
地
）
か
ら
持
ち

込
む
予
定
だ
っ
た
が
、
変
更
計
画
で
は
「
必
要
量
を
県
内
か
ら
詞
達

す
る
こ
と
が
可
能
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
「
全
量
県

内
調
達
」
に
な
っ
た
と
い
う
受
け
止
め
が
多
い
。
し
か
し
、
防
衛
局

は
第
三
回
技
術
検
討
会
の
資
料
で
も
九
州
四
県
の
調
達
可
能
量
の
調

査
結
果
を
ま
と
め
て
お
り
、
特
に
鹿
児
島
県
は
沖
縄
県
の
二
倍
以
上

の
搬
出
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
全
量
県
内
調
達
と
な
る
と
搬
送
ル

ー
ト
が
錯
綜
し
、
工
程
に
も
影
響
す
る
。
や
は
り
、
県
内
だ
け
で
は

な
く
、
県
外
か
ら
の
土
砂
も
持
ち
込
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

地
盤
改
良
工
事
の
規
模
や
範
囲
は
、
昨
年
、
発
表
さ
れ
て
い
た
計

画
か
ら
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
パ
イ
ル
工

法
の
範
囲
は
大
き
く
減
り
、
サ
ン
ド
ド
レ
ー
ン
工
法
の
一
部
は
砂
を

使
わ
な
い
ペ
ー
パ
ー
ド
レ
ー
ン
工
法
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
必

要
な
砂
の
量
は
3
5
0
万
。
皿
と
半
減
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
沖
縄

県
の
年
間
海
砂
採
取
量
の
二
年
分
も
の
量
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

沖
縄
沿
岸
海
域
の
環
境
が
致
命
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
ケ
ー
ソ
ン
護
岸
背
部
で
は
軽
量
盛
土
を
施
工
す
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
変
更
計
画
は
、
と
も
か
く
工
期
短
縮
だ
け
を
目
的
と
し

た
無
理
な
工
法
を
採
用
し
た
も
の
が
多
く
、
環
境
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
。
し
か
し
防
衛
局
は
、
「
（
環
境
へ
の
影
響
は
）
現
行
の
環
境
保


